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IIJ技術研究所　山本和彦
IIJ 技術研究所でIPv6、セキュリティー、メールの

研究に従事。おもな著書に「リスト遊び－Emacs

で学ぶLispの世界－」（アスキー）などがある。趣

味はジョギング、サッカー、吟壌酒、ワイン。最

近フリークライミングに凝り始めている。

した

がって

JIS X 0208
1978年にJIS（日本工業規格）によって規格化され

た文字コード。このJIS X 0208をもとに、実際にコンピ

ュータで文字を扱う際の文字コードであるシフトJISや

EUC、ISO-2022-JPなどが生まれた。JIS X 0208は1983

年と1997年に若干の改正が加えられ、現在はさらに多く

の文字を追加した「JIS X 0213」が定められている。

Mew
おもにUNIXで広く利用されているテキストエディター

「GNU Emacs」の上で動作する、メールリーダーの名称。

Emacsをベースに拡張したXEmacsやMule、Emacsを

ウィンドウズに移植したMeadowなどでも動作する。

www.mew.org

メールから見えてくるコミュニケーションの本質

読み切りコラム

文字コードに思う

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 2001/9 211

し

たがって

ISO-8859-1／ISO-8859-2
ISO-8859は、ヨーロッパ系の諸言語で使われる文字を扱

うために作られた文字コード体系で、ISO-8859-1は西欧

系の言語、ISO-8859-2は東欧系の言語で使われる文字

をそれぞれ扱う。このほかにも、ロシア語を扱うISO-

8859-5、ギリシャ語を扱うISO-8859-7など、複数の

ISO-8859が存在する。

Unicode
マイクロソフト、アップル、IBMなどのコンピュータ企業

からなる「Unicodeコンソーシアム」によって制定された

文字コードの名称。当初は世界中のすべての文字を2バ

イトコード（最大で65,536字）として扱うことを目標とし

ていたが、現在ではさらに多くの文字を扱うための拡張が

検討されている。

www.unicode.org

0x20～0xFFまでの文字コード表をウェブブラウザー
で表示した例。ISO-8859-1（左）とISO-8859-2
（右）では、ASCIIからの拡張部分（0x80～0xFF）
が異なり、この部分が文字化けの原因になる。
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